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員
) 

 

四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
公
演
は
コ
ロ
ナ
騒
動
の
た
め
に
延
期
さ
れ
十
一
月
十
八
日
の
夕
べ
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
、
千
駄
ἅ
谷
の
三
日
月
を
垣
間
見
る
黄
葉
の
道
を
国
立
能
楽
堂
へ
参
り
ま
し
た
。 

 

「
能
・
不
来
子
先
生
」
は
ブ
ラ
イ
ス
先
生
の
霊
力
を
借
り
そ
の
精
神
の
真
髄
を
無
駄
な
く
表
現
し
た

舞
台
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

自
国
で
十
八
才
の
兵
役
を
忌
避
し
刑
務
所
に
送
ら
れ
、
更
に
日
本
に
来
ら
れ
た
戦
時
中
に
は
在
留
の

ま
ま
神
戸
の
敵
国
人
収
容
所
に
収
監
さ
れ
る
運
命
を
辿
り
な
が
ら
、「
人
を
一
人
殺
せ
ば
殺
人
罪
、(
戦

争
で
)
大
勢
殺
せ
ば
英
雄
な
の
か
」
の
言
は
ブ
ラ
イ
ス
先
生
の
信
条
を
貫
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の

「
能
・
不
来
子
先
生
」
の
中
心
と
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

ヘ
ン
リ
ổ
・
ソ
ロ
ổ
の
精
神
は
「
我
ら
が
最
も
至
福
に
満
ち
た
る
経
験
は
深
き
後
悔
の
類
。
そ
の
後

悔
と
は
感
激
の
極
み
・
・
・
・
聖
な
る
絶
望
。
絶
望
の
中
に
救
い
あ
り
。」 

そ
し
て
、
鈴
木
大
拙
の
禅
の
精
神
は
「
生
死
を
超
越
し
て
生
く
る
こ
と
。
座
禅
は
生
き
る
こ
と
の
意

味
を
教
え
る
。
人
間
は
互
い
に
理
解
し
あ
う
べ
し
」 

ソ
ロ
ổ
の
精
神
に
つ
い
て
は
芭
蕉
の
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る
」
の
、
句
が
引
用
さ
れ

「
人
生
に
意
味
あ
る
は
、
そ
の
苦
闘
が
絶
望
的
な
る
と
き
の
み
。
絶
望
の
中
に
の
み
光
あ
り
」
と
説
か

れ
て
い
ま
す
。 

人
生
の
大
事
に
鈴
木
大
拙
氏
の
説
く
「
霊
性
」
が
働
く
と
い
う
こ
と
な
の
か
と
思
ỵ
た
り
し
ま
し

た
。 

 

学
習
院
大
学
・
イ
ギ
リ
ス
文
学
科
の
学
生
で
あ
ỵ
た
時
、
ブ
ラ
イ
ス
先
生
の
「
英
詩
研
究
」
と
い
う

講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。 

キ
ổ
ツ
、
イ
エ
ổ
ツ
、
ワ
ổ
ズ
ワ
ổ
ス
等
の
詩
を
板
書
さ
れ
、
韻
を
踏
む
「
行
」
や
「
語
尾
」
の
位

置
の
説
明
、
セ
ン
テ
ン
ス
・
ス
ト
レ
ス
の
位
置
な
ど
熱
心
に
教
え
て
下
さ
り
、
詩
を
朗
読
す
る
声
の
表

現
で
、
作
者
の
気
持
に
ど
ん
な
に
忠
実
に
な
れ
る
か
を
お
話
し
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

ブ
ラ
イ
ス
先
生
の
墓
所
は
北
鎌
倉
の
東
慶
寺
。
冬
桜
が
咲
き
、
椿
の
花
に
栗
鼠
が
戯
れ
る
東
慶
寺

を
、
ま
た
い
つ
か
訪
ね
た
い
と
思
ỵ
て
お
り
ま
す
。 

 

令
和
二
年
十
二
月 


